
(57)【要約】

【課題】　キセノンランプ交換にともない磁石を移し替

える煩雑な作業をすることを必要としない内視鏡用光源

装置を得る。

【解決手段】　陰極と陽極との間でアークを放電するア

ークランプと、発生する磁界によってアークの経路を制

御する磁界発生手段と、アークランプと磁気手段の位置

関係を規定するステーと、を備え、アークランプを交換

可能な内視鏡用光源装置において、磁界発生手段をステ

ーに固定している内視鏡用光源装置。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
陰 極 と 陽 極 と の 間 で ア ー ク を 放 電 す る ア ー ク ラ ン プ と 、
発 生 す る 磁 界 に よ っ て 前 記 ア ー ク の 経 路 を 制 御 す る 磁 界 発 生 手 段 と 、
前 記 ア ー ク ラ ン プ と 前 記 磁 気 手 段 の 位 置 関 係 を 規 定 す る ス テ ー と 、
を 備 え 、 前 記 ア ー ク ラ ン プ を 交 換 可 能 な 内 視 鏡 用 光 源 装 置 に お い て 、
前 記 磁 界 発 生 手 段 は 、 前 記 ス テ ー に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 磁 界 発 生 手 段 は 、 永 久 磁 石 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 磁 界 発 生 手 段 は 、 電 磁 石 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ア ー ク ラ ン プ は 、 キ セ ノ ン ガ ス を 充 填 し た シ ョ ー ト ア ー ク ラ ン プ で あ る 請 求 項 １ か ら
３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
陰 極 と 陽 極 と の 間 で ア ー ク を 放 電 す る ア ー ク ラ ン プ と 、
発 生 す る 磁 界 に よ っ て 前 記 ア ー ク の 経 路 を 制 御 す る 磁 界 発 生 手 段 と 、
前 記 ア ー ク ラ ン プ と 前 記 磁 気 手 段 の 位 置 関 係 を 規 定 す る ス テ ー と 、
を 備 え る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 の ア ー ク ラ ン プ の 交 換 方 法 で あ っ て 、
前 記 磁 界 発 生 手 段 が 前 記 ス テ ー に 固 定 さ れ た 状 態 で 、
前 記 ア ー ク ラ ン プ を 前 記 ス テ ー か ら 分 離 す る こ と に よ り 前 記 ア ー ク ラ ン プ を 交 換 す る こ と
を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 の ア ー ク ラ ン プ の 交 換 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 の 光 源 装 置 及 び ア ー ク ラ ン プ の 交 換 方 法 に 関 し 、 特 に シ ョ ー ト ア ー
ク ラ ン プ の ア ー ク を 制 御 す る 磁 石 の 配 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
大 気 圧 以 上 の 圧 力 の キ セ ノ ン ガ ス を 充 填 し た シ ョ ー ト ア ー ク ラ ン プ （ キ セ ノ ン ア ー ク ラ ン
プ ） は 、 高 輝 度 で あ り 、 種 々 あ る ラ ン プ の 中 で 、 真 昼 の 太 陽 の ス ペ ク ト ル に 近 く 、 連 続 光
に 最 も 近 似 し た 色 で あ る 。 そ の た め 、 自 然 色 を 再 現 す る 光 源 と し て 医 療 に も 利 用 さ れ て い
る 。 特 に 内 視 鏡 に お け る 光 を 送 る 照 明 シ ス テ ム と 組 み 合 わ せ て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 キ セ ノ ン ア ー ク ラ ン プ に 備 え ら れ る 陰 極 と 陽 極 は 、 高 い 電 圧 が か か る と 陰 極 か ら 陽 極 に
向 か っ て ア ー ク を 放 電 す る 。 こ こ で 、 ア ー ク は 自 由 な 軌 道 を 描 く た め 、 ラ ン プ の 輝 度 や 輝
点 の ば ら つ き を 生 ず る 原 因 と な る 。 こ の 原 因 を 解 消 し 、 よ り 高 い 輝 度 の 光 源 を 得 る た め 、
お よ び 、 ラ ン プ の 失 透 （ 例 え ば 、 キ セ ノ ン ア ー ク ラ ン プ 中 の 上 部 壁 部 に ア ー ク 曲 線 が 接 近
す る こ と に よ り 、 外 囲 器 が 過 熱 し 、 失 透 す る こ と ） を 防 止 す る た め の 手 段 と し て 磁 石 が 用
い ら れ て い る 。 つ ま り 、 こ の 磁 石 が 発 生 す る 磁 界 内 に 陰 極 と 陽 極 と を 配 置 す る こ と に よ り
、 陰 極 と 陽 極 と の 間 で 放 電 す る ア ー ク は 、 一 定 の 軌 道 を 通 る よ う に 制 御 す る こ と が で き る
。
し た が っ て 、 キ セ ノ ン ア ー ク ラ ン プ の 近 傍 に 磁 石 を 配 置 し て ア ー ク を 制 御 す る 構 成 の 装 置
が 用 い ら れ る こ と が 少 な く な い 。 こ の よ う な 光 源 装 置 で は 、 磁 石 が ヒ ー ト シ ン ク 上 に 配 置
さ れ る こ と が あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 の 光 源 装 置 で は 、 シ ョ ー ト ア ー ク ラ ン プ 、 ヒ ー ト シ ン ク 、 ヒ ー ト シ ン ク 組 み 付 け ネ ジ
、 及 び マ グ ネ ッ ト に よ り ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト が 構 成 さ れ て お り 、 シ ョ ー ト ア ー ク ラ ン プ
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が 故 障 し た 場 合 、 お よ び 有 効 寿 命 を 経 過 し た 場 合 に は 、 ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト を 交 換 す る
こ と に よ り シ ョ ー ト ア ー ク ラ ン プ の 交 換 が 行 わ れ る 。 こ の と き 、 シ ョ ー ト ア ー ク ラ ン プ 以
外 の 部 品 で あ る ヒ ー ト シ ン ク 、 ヒ ー ト シ ン ク 組 み 付 け ネ ジ 、 マ グ ネ ッ ト は 、 こ れ ら の 故 障
の 有 無 、 寿 命 に 関 わ ら ず に 、 シ ョ ー ト ア ー ク ラ ン プ と 共 に 装 置 か ら 分 離 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 上 記 の 光 源 装 置 で は 、 材 料 コ ス ト を 抑 え る た め に 、 ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト の 構 成
部 材 の う ち 、 マ グ ネ ッ ト を 再 利 用 し て い る 。 つ ま り 、 マ グ ネ ッ ト は 、 シ ョ ー ト ア ー ク ラ ン
プ の 交 換 時 に 、 装 置 か ら 分 離 さ れ た ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト か ら 取 り は ず さ れ 、 新 し い ヒ ー
ト シ ン ク ユ ニ ッ ト に 取 り 付 け ら れ る 。 シ ョ ー ト ア ー ク ラ ン プ の 交 換 は 、 マ グ ネ ッ ト が 取 り
付 け ら れ た 新 し い ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト を 光 源 装 置 に 装 着 す る こ と に よ っ て 完 了 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 公 平 ６ － １ ０ ６ １ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し な が ら 、 マ グ ネ ッ ト を 、 古 い ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト か ら 取 り 外 し て 新 し い ヒ ー ト シ
ン ク ユ ニ ッ ト に 取 り 付 け る 作 業 は 非 常 に 煩 雑 さ を 伴 う 。 シ ョ ー ト ア ー ク ラ ン プ は 、 有 効 寿
命 が ２ ０ ０ 時 間 と 推 奨 さ れ て お り 、 通 常 は ６ ０ 日 間 使 用 す る と 交 換 時 期 と な る 。 そ の た め
、 交 換 の 頻 度 は 高 く 、 マ グ ネ ッ ト の 再 利 用 の 作 業 は 、 作 業 者 に と っ て 負 担 と な る 。 ま た 、
作 業 者 に 与 え る 負 担 を 軽 減 す る た め に マ グ ネ ッ ト を 交 換 せ ず に 廃 棄 す る と 、 シ ョ ー ト ア ー
ク ラ ン プ の 交 換 の た び に 新 し い 高 価 な マ グ ネ ッ ト が 必 要 と な る た め 、 装 置 の コ ス ト の 上 昇
を 招 く こ と に な る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 は 、 陰 極 と 陽 極 と の 間 で ア ー ク を 放 電 す る ア ー ク ラ ン プ と 、 発
生 す る 磁 界 に よ っ て ア ー ク の 経 路 を 制 御 す る 磁 界 発 生 手 段 と 、 ア ー ク ラ ン プ と 磁 気 手 段 の
位 置 関 係 を 規 定 す る ス テ ー と 、 を 備 え 、 ア ー ク ラ ン プ を 交 換 可 能 な 内 視 鏡 用 光 源 装 置 に お
い て 、 磁 界 発 生 手 段 は 、 ス テ ー に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 の ア ー ク ラ ン プ の 交 換 方 法 は 、 陰 極 と 陽 極 と の 間 で ア ー ク を
放 電 す る ア ー ク ラ ン プ と 、 発 生 す る 磁 界 に よ っ て ア ー ク の 経 路 を 制 御 す る 磁 界 発 生 手 段 と
、 ア ー ク ラ ン プ と 磁 気 手 段 の 位 置 関 係 を 規 定 す る ス テ ー と 、 を 備 え る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 の
ア ー ク ラ ン プ の 交 換 方 法 で あ っ て 、 磁 界 発 生 手 段 が ス テ ー に 固 定 さ れ た 状 態 で 、 ア ー ク ラ
ン プ を ス テ ー か ら 分 離 す る こ と に よ り ア ー ク ラ ン プ を 交 換 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
磁 界 発 生 手 段 は 、 永 久 磁 石 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
磁 界 発 生 手 段 は 、 電 磁 石 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
ア ー ク ラ ン プ は 、 キ セ ノ ン ガ ス を 充 填 し た シ ョ ー ト ア ー ク ラ ン プ と す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 に よ る と 、 ア ー ク ラ ン プ 交 換 に と も な い 磁 石 を 移 し 替 え る 煩 雑 な 作 業 を す る こ と を
必 要 と し な い 。 ま た 、 ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト と 磁 石 は 個 別 独 立 し て 固 定 す る こ と が で き る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
以 下 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 を 医 療 用 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ ０ に 適 用 し た 一 実 施 形 態 に
つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 医 療 用 内 視 鏡 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 操 作 部 １ １ と 挿 入 部 １ ２ を 有 し 、
挿 入 部 １ ２ の 先 端 部 に は 、 操 作 部 １ １ に 設 け た 湾 曲 操 作 装 置 １ ３ の 操 作 に 応 じ て 上 下 及 び
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左 右 方 向 に 湾 曲 さ れ る 湾 曲 部 １ ２ ａ が 位 置 し て い る 。 湾 曲 部 １ ２ ａ の 先 端 面 １ ２ ｂ に は 、
観 察 機 構 （ 図 示 し な い ） と 照 明 光 学 系 （ 図 示 し な い ） が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 操 作 部 １ １ か ら は ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ４ が 延 び て お り 、 こ の ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ
１ ４ の 先 端 に は 、 プ ロ セ ッ サ １ ５ に 接 続 さ れ る コ ネ ク タ 部 １ ６ が 設 け ら れ て い る 。 照 明 光
学 系 に 接 続 し て 、 挿 入 部 １ ２ 、 操 作 部 １ １ 、 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ １ ４ 、 コ ネ ク タ 部 １ ６
の 内 部 に は ラ イ ト ガ イ ド １ ７ が 挿 通 さ れ て い る 。
　 プ ロ セ ッ サ １ ５ の 内 部 に は 、 図 ２ 、 図 ３ に 示 す 内 視 鏡 用 光 源 装 置 １ ５ ０ が 配 置 さ れ 、 こ
の 内 視 鏡 用 光 源 装 置 １ ５ ０ に は 光 源 と し て キ セ ノ ン ラ ン プ （ ア ー ク ラ ン プ ） ３ ０ が 配 設 さ
れ て い る 。 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ は プ ロ セ ッ サ １ ５ に 設 け ら れ た ス イ ッ チ （ 図 示 し な い ） の
Ｏ Ｎ ・ Ｏ Ｆ Ｆ 操 作 に よ り 点 灯 ま た は 消 灯 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ７ を 着 脱 す る こ と が で き 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０
を 点 灯 す る と 、 照 明 光 学 系 に は ラ イ ト ガ イ ド １ ７ を 介 し て キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ か ら の 照 明
用 光 が 送 ら れ る 。 こ の 照 明 用 光 に よ っ て 観 察 対 象 が 照 ら さ れ て 、 操 作 者 は 、 挿 入 部 １ ２ の
先 端 の 観 察 機 構 を 介 し て 画 像 を 得 る こ と が で き る 。 こ の 画 像 は 、 プ ロ セ ッ サ １ ５ に 接 続 さ
れ た テ レ ビ モ ニ タ （ 図 示 し な い ） に 映 し 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ４ を 参 照 し つ つ 、 ア ー ク ラ ン プ と し て 用 い る キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ に つ い て 説 明 す る 。 こ
の キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ は 、 放 電 管 容 器 ３ １ 、 放 電 管 容 器 ３ １ の 先 端 部 に 嵌 合 さ れ る 窓 部 ３
５ 、 放 電 管 容 器 ３ １ 内 に 配 置 さ れ る 電 極 ３ ４ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
放 電 管 容 器 ３ １ は 、 軸 線 Ｏ を 有 す る 略 円 筒 形 状 で あ り 、 先 端 部 に は 光 透 過 性 を 有 す る 窓 部
３ ５ を 配 置 し て い る 。 放 電 管 容 器 ３ １ と 窓 部 ３ ５ に よ っ て 密 閉 さ れ る 空 間 内 は 、 キ セ ノ ン
ガ ス が 充 填 さ れ て お り 、 軸 線 Ｏ 上 に は 、 電 極 ３ ４ が 設 け ら れ て い る 。 電 極 ３ ４ は 、 一 定 の
間 隔 ３ ４ ａ を 保 持 し て 対 向 す る 、 棒 状 の 陰 極 ３ ２ お よ び 陽 極 ３ ３ か ら な る 。 陰 極 ３ ２ は 、
窓 部 ３ ５ の 内 側 に お い て 放 電 管 容 器 ３ １ か ら 、 放 電 管 容 器 ３ １ の 径 方 向 内 側 に 延 び る 陰 極
支 持 部 ３ ８ に よ り 支 持 さ れ 、 陽 極 ３ ３ は 放 電 管 容 器 ３ １ お よ び 放 電 管 容 器 ３ １ の 後 方 に 位
置 す る 金 属 ブ ロ ッ ク ３ ９ 内 に 挿 通 さ れ 、 固 定 さ れ て い る 。 電 極 ３ ４ に 高 い 電 圧 を か け る と
、 こ れ ら 陰 極 ３ ２ と 陽 極 ３ ３ の 間 隔 ３ ４ ａ に は 、 ア ー ク ３ ７ が 放 電 さ れ る （ 図 ５ 参 照 ） 。
こ の 放 電 に よ っ て 発 生 す る 光 は 、 窓 部 ３ ５ か ら 出 射 さ れ て 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ７ を 介 し て 先
端 面 １ ２ ｂ 上 に 設 け ら れ る 照 明 光 学 系 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ は 、 連 続 的 に 使 用 す る と 、 放 電 す る ア ー ク ３ ７ に よ っ て 帯 熱 す る 。 こ
の 帯 熱 に よ っ て キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ は 、 安 定 し た 光 量 を 供 給 す る こ と が で き な る た め 、 キ
セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ は ヒ ー ト シ ン ク ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ （ 図 ２ 参 照 ） に 挟 着 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ヒ ー ト シ ン ク ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ は 、 金 属 な ど の 高 い 熱 伝 導 性 を 有 す る 素 材 か ら な り 、 キ セ ノ
ン ラ ン プ ３ ０ が 発 す る 熱 を 放 出 す る 。 ヒ ー ト シ ン ク ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 中 央 部 に は 、 キ セ ノ
ン ラ ン プ ３ ０ を 挟 着 固 定 し 、 こ の 中 央 部 か ら 放 射 線 状 に 形 成 さ れ る 複 数 の 平 板 ２ １ を 有 す
る 。 ヒ ー ト シ ン ク ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 上 部 に は 、 平 板 ２ １ を 貫 通 し て そ れ ぞ れ ヒ ー ト シ ン ク
組 み 付 け ネ ジ ４ ０ ａ お よ び ４ ０ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 ヒ ー ト シ ン ク ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ の 外 側
に は 、 冷 却 フ ァ ン （ 図 示 せ ず ） が 配 置 さ れ る 。 こ の 冷 却 フ ァ ン は 、 外 気 を 吸 入 し 、 取 り 込
ま れ る 外 気 に よ っ て キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ お よ び ヒ ー ト シ ン ク ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ を 冷 却 す る 。
な お 、 冷 却 フ ァ ン は 、 内 部 の 空 気 を 排 出 し て 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ お よ び ヒ ー ト シ ン ク ２
０ ａ ， ２ ０ ｂ を 冷 却 す る も の で あ っ て も よ い 。
本 発 明 に お い て 、 上 記 の キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ 、 ヒ ー ト シ ン ク ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ 、 ヒ ー ト シ ン
ク 組 み 付 け ネ ジ ４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ は 、 ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト １ ０ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ア ー ク ３ ７ の 経 路 は 、 放 電 管 容 器 ３ １ 内 の 対 流 等 に よ っ て 様 々 な 軌 道 を 描 く 。 そ こ で 、
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キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ の 近 傍 に は 、 発 生 す る 磁 界 ３ ６ に よ っ て ア ー ク ３ ７ の 経 路 を 制 御 す る
た め に 、 磁 石 （ 磁 界 発 生 手 段 ） ６ ０ が 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
磁 石 ６ ０ は 、 立 方 体 形 状 の 永 久 磁 石 で あ り 、 Ｎ 極 が キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ に 対 向 し て 配 置 さ
れ て い る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 磁 界 ３ ６ は 、 Ｎ 極 か ら キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ に 向 か っ て 発 生
し て お り 、 間 隔 ３ ４ ａ に お い て は 軸 線 Ｏ に 対 し て 直 交 し て い る 。 磁 石 ６ ０ の 形 状 は 、 例 え
ば 、 円 筒 形 状 、 棒 型 形 状 、 平 面 形 状 で あ っ て も 良 い 。 磁 石 の 種 類 は 、 特 に 制 限 は な い が 、
例 え ば 、 ネ オ ジ ム 磁 石 、 フ ェ ラ イ ト 磁 石 等 が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 磁 石 ６ ０ は 、 Ｓ 極 を キ セ
ノ ン ラ ン プ ３ ０ に 向 け て 配 置 し て も 良 い 。
ま た 、 磁 石 ６ ０ に 代 え て 、 電 磁 石 （ 磁 界 発 生 手 段 ） １ ６ ０ を 使 用 し て ア ー ク ３ ７ を 制 御 す
る こ と も で き る 。 こ の 場 合 は 、 電 磁 石 に 加 え る 電 流 を 一 定 と す る こ と に よ り 、 ア ー ク ３ ７
の 経 路 を 一 定 に 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
磁 石 ６ ０ は 、 １ 対 の ス テ ー ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ の う ち の ス テ ー ５ ０ ａ に 固 定 さ れ て い る 。 １ 対
の ス テ ー ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ は 、 ベ ー ス ７ ０ 上 に 固 定 さ れ て お り 、 ヒ ー ト シ ン ク 組 み 付 け ネ ジ
４ ０ ａ 、 ４ ０ ｂ と 螺 合 す る ネ ジ 孔 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ が 穿 設 さ れ て い る 。 ヒ ー ト シ ン ク 組 み 付
け ネ ジ ４ ０ ａ 、 ４ ０ ｂ を ネ ジ 孔 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ と 螺 合 す る と 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ は 、 ヒ
ー ト シ ン ク ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ を 介 し て そ れ ぞ れ ス テ ー ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ に 固 定 さ れ る 。 つ ま り
、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ と 磁 石 ６ ０ は 、 １ 対 の ス テ ー ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ に 固 定 さ れ て 、 位 置 関
係 が 規 定 さ れ て い る 。 な お 、 操 作 者 は 、 ヒ ー ト シ ン ク 組 み 付 け ネ ジ ４ ０ ａ 、 ４ ０ ｂ を ネ ジ
孔 ５ １ ａ ， ５ １ ｂ に 着 脱 す る こ と に よ り 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ を 交 換 す る こ と が で き る 。
磁 石 ６ ０ は ス テ ー ５ ０ ａ に 限 ら ず ス テ ー ５ ０ ｂ ま た は ス テ ー ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ の 両 方 に 固 定
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 内 視 鏡 用 光 源 装 置 １ ５ ０ の キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ の 交 換 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５
に 示 す よ う に 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ の ア ー ク ３ ７ は 、 軸 線 Ｏ に 直 交 し 、 磁 石 ６ ０ か ら キ セ
ノ ン ラ ン プ ３ ０ に 向 か う よ う に 発 生 す る 磁 界 ３ ６ 内 に 配 置 す る 。 そ の た め 、 磁 界 ３ ６ 内 に
お い て 、 ア ー ク ３ ７ は 紙 面 垂 直 下 方 向 に 弓 な り に な る よ う に 一 定 の 磁 力 を 受 け る 。 こ の 磁
力 に よ っ て 、 ア ー ク ３ ７ の 経 路 は 一 定 に 制 御 さ れ て い る 。 こ の た め 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０
は 、 安 定 し た 光 を 供 給 す る こ と が で き る 。
し か し 、 ア ー ク ３ ７ の 経 路 を 一 定 に 制 御 し て い る 場 合 で あ っ て も 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ は
、 使 用 に よ る 窓 部 ３ ５ の 透 過 率 の 低 下 お よ び ア ー ク ３ ７ の ち ら つ き な ど が 生 じ る 。 そ の た
め 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ は 、 交 換 時 期 と し て の 有 効 寿 命 が 設 定 さ れ て い る （ 例 え ば ２ ０ ０
時 間 ） 。 し た が っ て 、 使 用 時 間 が 有 効 寿 命 を 越 え た と き 、 ま た は 、 ち ら つ き 等 の 故 障 が 発
生 し た と き に は 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ を 交 換 す る 。 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ の 交 換 は 、 ラ ン プ
だ け で な く ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト １ ０ 全 体 を 交 換 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ６ は 、 ラ ン プ 交 換 の た め に 、 ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト １ ０ を ス テ ー ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ か ら 取
り 外 し た 状 態 を 示 し て い る 。 磁 石 ６ ０ は 、 ス テ ー ５ ０ ａ に 固 定 さ れ た 状 態 で 、 ヒ ー ト シ ン
ク 組 み 付 け ネ ジ ４ ０ ａ お よ び ４ ０ ｂ を 反 時 計 回 り に 回 し て 、 ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト １ ０ （
キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ ） を ス テ ー ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ か ら 分 離 す る 。 新 し い キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０
を 有 す る ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト １ ０ を 所 定 の 位 置 に 配 置 す る 。 ヒ ー ト シ ン ク 組 み 付 け ネ ジ
４ ０ ａ ， ４ ０ ｂ に よ っ て ス テ ー ５ ０ ａ ， ５ ０ ｂ に 固 定 す る こ と に よ り 、 ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ
ッ ト １ ０ （ キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ ） を 交 換 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト １ ０ と 磁 石 ６ ０ は 互 い に 独 立 し て お り 、 ラ ン
プ 交 換 の た め に ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト を 装 置 か ら 分 離 し て も 磁 石 は ス テ ー ５ ０ ａ に 対 し て
固 定 さ れ た ま ま で あ る 。 し た が っ て 、 ラ ン プ 交 換 時 に ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト １ ０ を 取 り 外
し て も 、 磁 石 ６ ０ は ス テ ー ５ ０ ａ に 固 定 さ れ た ま ま で あ り 、 磁 石 ６ ０ を 移 し 替 え る 作 業 を
要 し な い 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
以 上 の 実 施 形 態 で は 、 キ セ ノ ン ガ ス を 充 填 し た キ セ ノ ン ラ ン プ を 用 い た が 、 キ セ ノ ン ガ ス
に 限 ら ず 、 ハ ロ ゲ ン 化 金 属 ま た は 水 銀 ア ー ク ラ ン プ  な ど の 高 輝 度 ア ー ク ラ ン プ に 適 用 す
る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 キ セ ノ ン ラ ン プ ３ ０ が ２ つ の ヒ ー ト シ ン ク ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ に 挟 着 固 定 さ れ る 態 様 に
つ い て 説 明 し た が 、 ヒ ー ト シ ン ク は １ つ で あ っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 医 療 用 内 視 鏡 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 光 源 装 置 の 内 部 構 成 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の III－ III線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ア ー ク ラ ン プ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 磁 石 が 発 生 す る 磁 界 と ア ー ク と の 関 係 を 示 す 模 式 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ア ー ク ラ ン プ を 交 換 の た め に ス テ ー か ら 分 離 し た 様 子 を
示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
Ｏ 　 軸 線
Ｎ 　 Ｎ 極
Ｓ 　 Ｓ 極
１ ０ 　 ヒ ー ト シ ン ク ユ ニ ッ ト
１ １ 　 操 作 部
１ ２ 　 挿 入 部
１ ２ ａ 　 湾 曲 部
１ ２ ｂ 　 先 端 面
１ ３ 　 湾 曲 操 作 装 置
１ ４ 　 ユ ニ バ ー サ ル チ ュ ー ブ
１ ５ 　 プ ロ セ ッ サ
１ ６ 　 コ ネ ク タ 部
２ ０ ａ 　 ２ ０ ｂ 　 ヒ ー ト シ ン ク
２ １ 　 平 板
３ ０ 　 キ セ ノ ン ラ ン プ
３ １ 　 放 電 管 容 器
３ ２ 　 陰 極
３ ３ 　 陽 極
３ ４ 　 電 極
３ ４ ａ 　 間 隔
３ ５ 　 窓 部
３ ６ 　 磁 界
３ ７ 　 ア ー ク
３ ８ 　 陰 極 支 持 部
３ ９ 　 金 属 ブ ロ ッ ク
４ ０ ａ 　 ４ ０ ｂ 　 ヒ ー ト シ ン ク 組 み 付 け ネ ジ
５ ０ ａ 　 ５ ０ ｂ 　 ス テ ー
５ １ ａ 　 ５ １ ｂ 　 ネ ジ 孔
６ ０ 　 磁 石 （ 磁 界 発 生 手 段 ）
７ ０ 　 ベ ー ス
１ ０ ０ 　 医 療 用 内 視 鏡 シ ス テ ム
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１ ５ ０ 　 内 視 鏡 用 光 源 装 置
１ ６ ０ 　 電 磁 石 （ 磁 界 発 生 手 段 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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摘要(译)

要解决的问题：获得一种用于内窥镜的光源设备，该光源设备在更换氙
气灯时不需要移动磁体的复杂工作。 一种用于在阴极和阳极之间释放电
弧的电弧灯，用于通过所产生的磁场控制电弧路径的磁场产生装置，以
及用于限定该电弧灯与磁性装置之间的位置关系的支柱。 在可以更换电
弧灯的内窥镜光源装置中，将磁场产生装置固定在支柱上的内窥镜光源
装置。 [选型图]图1
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